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神経病理学の分野では以前より行われてきた（Feuerstein, Rand & Rynders, 1988; 
Lidz, 1987）。第二言語習得分野で行われるようになったのはつい最近のことである




  (1) 学習（learning）に必要な学習能力の中には、標準化した能力テスト評価
では測定できないものがある。  
  (2) 新学習の予告を観察することのほうが、過去の学習成果の目録化より重
要になる。  
  (3) 評価時の指導的介入によって、表顕した学習成果より、潜在的な学習可
能性がより適切に評価できる。  
  (4) 人は概して本来ある知的能力を十分に発揮しない傾向がある。  
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  (5) 知的潜在能力を反映しないさまざまな環境条件が、その人の知力を引き
出す邪魔をする（Haywood & Lidz, 2007, p. 7）。 




























（Lantolf & Throne, 2006; Lindz & Gindis, 2003）。 
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& Barkhuizen, 2005; Holland & Lachicotte, 2007; Kozulin, Gindis, Ageyev & Miller, 






も注目されているものである（Anton, 1999; Donato, 2000; Nassaji & Wells, 2000; Ohta, 
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達の最近接領域」（the zone of proximal development: 以下 ZPD と略する）と呼ばれ
るものである（Sternberg & Grigorenko, 2002）。これは、個人が独力ではなく、教師
の指導下あるいは自分より能力の高い仲間との協働で問題解決をする時に、その精



























































































3. 3 バフチンの対話性（dialogicality）  
 ダイナミック・アセスメントに必要な介入を「interaction」に基づく「暗示」か
ら「明示」へと移る即時発生的なものであると理解すれば、あらかじめ何も設定す






























 だが、この ZPD の把握が難しいとする課題に関して、ロシアの記号論者である
バフチンが、「超言語学（translinguistics）」と呼ぶ発話分析の中で、話者が個々人
の自由意志で種種雑多に発信すると考えられてきた言語運用の不規則性にある規











































でしたか（How was your weekend? の対訳）」であったり、金曜日の午後、留学生が




 ダイナミック・アセスメントにある ZPD の把握のためには、指導的介入を行う
評価者の発話を「宛名性（addressivity）」（だれに向けてその発話がなされているか）















形態を分析する「超言語学」の重要な要素を作っているのである（Lantolf & Throne, 
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 1. A : (Ask your partner which seasons s/he likes most.)  





 (1) 学生 A : 季節の中で、どの季節が一番好きですか。 
 (2) 学生 B : あぁ、季節のほうが一番…… 
 (3) 学生 A : 一番好きですか。季節。 
  （学生 A の声：「一番」を繰り返せば、学生 B がわかるかもしれない）  
 (4) 学生 B : …… 
 
学生 B は明らかに比較級と最上級の構文を混同している。それゆえ、学生 A から
の質問に適切に答えられなかった。ただ、ダイナミック・アセスメントでは、この





介入として ZPD を作り出そうとするものであった。そして、その作り出された ZPD
でお互いの相互行為から新しい精神機能を誘発し、適切な答えを引き出そうとした
のは学生 B のパートナーである学生 A であった。  
 このペアでの会話は次のように続いた。  
 
 (5) 学生 A : 季節が一番…… 
 (6) 学生 B : 季節…… 
 (7) 学生 A : 季節が一番好き…… 
 (8) 学生 B : あぁ、季節のほうが一番です。 
 (9) 評価者 : 私は、今年の夏、沖縄に行きました。 
  （評価者の声：「夏」と「沖縄」という言葉を使えば、授業中に説明した
最上級の例文を思い出すかもしれない） 
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 (10) 学生 B : あぁ、夏が一番です。 
 





価者による介入が学生 B の ZPD を誘発し、適切な発話行為を促したことはまちが
いないと思う。介入前には見られなかった学習可能性が、介入後に見出せたという
ことになる。 






生 B との相互行為の過程で、学生 B の精神機能を高次のレベルに引き上げたこと
はまちがいない。 
 ダイナミック・アセスメントでは、この評価時に引き出された学習可能性を評価
しようとするものなのである。だが、上に紹介した会話は、学生 A と学生 B との































の相互行為の中で作り出される ZPD も異なったものになる。 
 また、相互行為の中で生成される学習可能性の内容についても、同じ指導的介入
が行われたとしても、そこから引き出されたものは、被評価者の文化的背景や予備
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